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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 改 修 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 下 部 を 構 成 す る 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 か ら 上 方 に 既 存  
縦 筋 を 突 出 さ せ た 状 態 で 、 当 該 既 存 基 礎 部 分 を 残 し て そ の 上 部 分 を 解 体 し 撤 去 す る 解 体 撤  
去 工 程 と 、
　 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 に 設 置 し た 支 持 フ レ ー ム を 前 記 既 存 縦 筋 に 固 定 し て 、 当 該 支 持  
フ レ ー ム に 支 持 さ せ る 状 態 で 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 上 部 に 新 設 塀 部 分 を 構 築 す る 新 設 塀 部 分  
構 築 工 程 と 、 を 順 に 実 行 し 、
前 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 に お い て 、 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 に 前 記 支 持 フ レ ー ム の 下 枠 を  
設 置 し 、 当 該 下 枠 に 前 記 既 存 縦 筋 を 貫 通 さ せ 、 当 該 既 存 縦 筋 の 先 端 を 折 り 曲 げ て 前 記 下 枠  
上 に 充 填 さ れ る モ ル タ ル に 埋 め 込 ん で 、 前 記 支 持 フ レ ー ム を 前 記 既 存 縦 筋 に 固 定 す る 既 存  
コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 改 修 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 に お い て 、 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 に 設 置 し て 固 定 し た 前 記 支  
持 フ レ ー ム の 両 面 に 板 状 壁 材 を 取 り 付 け る 請 求 項 １ に 記 載 の 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀  
の 改 修 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

請求項の数　2　（全8頁）
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　 本 発 明 は 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 改 修 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク な ど で 構 築 さ れ た 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 耐 震 補 強  
の ニ ー ズ が 高 ま っ て お り 、 そ の 方 法 と し て 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 は 残 し た ま ま 控  
え 壁 を 増 設 す る な ど の 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 「 既 存 ブ ロ ッ ク 塀 等 の 耐 震 診 断 基 準 ・ 耐 震 改 修 設 計 指 針 ・ 同 解 説 」 、 一 般 財 団 法  
人 日 本 建 築 防 災 協 会 、 ２ ０ １ ９ 年 ２ 月 ２ ８ 日 初 版
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 控 え 壁 を 増 設 す る 方 法 で は 、 塀 近 傍 に 植 栽 な ど の 障 害 物 が 存 在 し て い た  
り 狭 量 敷 地 で あ る な ど の 理 由 で 周 囲 の 作 業 ス ペ ー ス が 狭 い 場 合 に は 、 必 要 箇 所 へ 控 え 壁 を  
設 置 で き な い 場 合 が あ る 。 ま た 、 控 え 壁 が 増 加 す る こ と で 意 匠 性 が 損 な わ れ る 場 合 も あ る  
。 そ こ で 、 控 え 壁 を 増 設 す る の で は な く 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 自 体 を 改 修 し て 耐  
震 補 強 を 行 う こ と が 望 ま れ る が 、 そ の 場 合 に は コ ス ト 面 で 問 題 と な る 。
　 こ の 実 情 に 鑑 み 、 本 発 明 の 主 た る 課 題 は 、 周 囲 の 作 業 ス ペ ー ス が 狭 い 場 合 で あ っ て も 施  
工 可 能 で 意 匠 性 を 損 な う こ と な く 合 理 的 に 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 自 体 を 改 修 し て  
耐 震 補 強 を 行 う こ と が で き る 技 術 を 提 供 す る 点 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ 特 徴 構 成 は 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 改 修 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 下 部 を 構 成 す る 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 か ら 上 方 に 既 存  
縦 筋 を 突 出 さ せ た 状 態 で 、 当 該 既 存 基 礎 部 分 を 残 し て そ の 上 部 分 を 解 体 し 撤 去 す る 解 体 撤  
去 工 程 と 、
　 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 に 設 置 し た 支 持 フ レ ー ム を 前 記 既 存 縦 筋 に 固 定 し て 、 当 該 支 持  
フ レ ー ム に 支 持 さ せ る 状 態 で 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 上 部 に 新 設 塀 部 分 を 構 築 す る 新 設 塀 部 分  
構 築 工 程 と 、 を 順 に 実 行 し 、
前 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 に お い て 、 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 に 前 記 支 持 フ レ ー ム の 下 枠 を  
設 置 し 、 当 該 下 枠 に 前 記 既 存 縦 筋 を 貫 通 さ せ 、 当 該 既 存 縦 筋 の 先 端 を 折 り 曲 げ て 前 記 下 枠  
上 に 充 填 さ れ る モ ル タ ル に 埋 め 込 ん で 、 前 記 支 持 フ レ ー ム を 前 記 既 存 縦 筋 に 固 定 す る 点 に  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 構 成 に よ れ ば 、 上 記 解 体 撤 去 工 程 に お い て 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 既 存 基 礎  
部 分 を 再 利 用 す る べ く 残 し た 状 態 で そ の 上 部 分 を 解 体 し 撤 去 す る に あ た り 、 既 存 コ ン ク リ  
ー ト ブ ロ ッ ク 塀 に 埋 設 さ れ て い た 既 存 縦 筋 が 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 か ら 上 方 に 突 出 し た 状 態  
で 残 さ れ る 。 よ っ て 、 上 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 に お い て 、 そ の 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 か ら 上  
方 に 突 出 し た 状 態 で 残 さ れ た 既 存 縦 筋 を 利 用 し て 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 に 設 置 し た 支 持 フ レ  
ー ム を 固 定 し て 、 当 該 支 持 フ レ ー ム に よ り 支 持 さ れ る 新 設 塀 部 分 を 既 存 基 礎 部 分 の 上 部 に  
構 築 す る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 こ の よ う に 構 築 さ れ た 新 設 塀 は 、 下 部 分 は 既 存 基 礎 部 分 を 再 利 用 し た 合 理 的 な  
構 成 と な り 、 当 該 既 存 基 礎 部 分 の 上 部 に 構 築 さ れ た 新 設 塀 部 分 は 既 存 基 礎 部 分 に 固 定 さ れ  
た 支 持 フ レ ー ム で 支 持 さ れ た 軽 量 で 耐 震 性 に 優 れ た 構 成 と な る 。
　 従 っ て 、 本 発 明 に よ り 、 周 囲 の 作 業 ス ペ ー ス が 狭 い 場 合 で あ っ て も 施 工 可 能 で 意 匠 性 を  
損 な う こ と な く 合 理 的 に 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 自 体 を 改 修 し て 耐 震 補 強 を 行 う こ と  
が で き る 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 改 修 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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更 に 、 本 構 成 に よ れ ば 、 既 存 基 礎 部 分 の 天 端 か ら 上 方 に 突 出 し た 状 態 で 残 さ れ た 既 存 縦 筋  
を 、
支 持 フ レ ー ム の 下 枠 に 貫 通 さ せ て 先 端 を 折 り 曲 げ た 状 態 で 当 該 下 枠 上 に 充 填 さ れ る モ ル タ  
ル に 埋 め 込 む 形 態 で 、 支 持 フ レ ー ム を 固 定 す る た め の ア ン カ ー と し て 有 効 に 利 用 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 特 徴 構 成 は 、 前 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 に お い て 、 前 記 既 存 基 礎 部 分 の 天 端  
に 設 置 し て 固 定 し た 前 記 支 持 フ レ ー ム の 両 面 に 板 状 壁 材 を 取 り 付 け る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 構 成 に よ れ ば 、 支 持 フ レ ー ム の 両 面 に 例 え ば 軽 量 で 耐 候 性 に 優 れ た 板 状 壁 材 を 取 り 付  
け て 意 匠 性 の 優 れ た 新 設 塀 部 分 を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 概 略 構 成 を 示 す 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 新 設 塀 の 概 略 構 成 を 示 す 縦 断 面 図
【 図 ３ 】 新 設 塀 に お け る 下 枠 部 分 の 拡 大 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 新 設 塀 に お け る 下 枠 部 分 の 拡 大 平 面 図
【 図 ５ 】 板 状 壁 材 の 固 定 方 法 を 示 す 拡 大 縦 断 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 改 修 方 法 （ 以 下 、 「 本 改 修 方 法 」 と 呼 ぶ 。  
） の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 本 改 修 方 法 は 、 周 囲 の 作 業 ス ペ ー ス が 狭 い 場 合 で あ っ て も 施 工 可 能 で 意 匠 性 を 損 な う こ  
と な く 合 理 的 に 、 図 １ に 示 す よ う な 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 １ （ 図 １ 参 照 ） 自 体 を 改  
修 し て 、 図 ２ に 示 す よ う な 耐 震 補 強 が 施 さ れ た 新 設 塀 １ ０ を 構 築 す る 方 法 と し て 構 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 即 ち 、 本 改 修 方 法 で は 、 先 ず 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 １ （ 図 １ 参 照 ） の 一 部 を 解  
体 し て 撤 去 す る 解 体 撤 去 工 程 が 実 行 さ れ 、 次 に 、 そ の 解 体 撤 去 工 程 で 撤 去 し な か っ た 残 部  
を 利 用 し て 新 設 塀 １ ０ の 新 設 塀 部 分 １ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 構 築 す る 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 が 実  
行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 解 体 撤 去 工 程 で は 、 図 １ を 参 照 し て 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 １ の 下 部 を 構 成  
す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 既 存 基 礎 部 分 ２ が 、 後 に 構 築 さ れ る 新 設 塀 １ ０ （ 図 ２ 参 照 ） の  
下 部 分 と し て 再 利 用 す る た め に 残 さ れ て 、 そ の 上 部 分 ３ が 解 体 さ れ 撤 去 さ れ る 。 ま た 、 こ  
の 解 体 撤 去 工 程 で は 、 既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 １ の 上 部 分 ３ の 解 体 に あ た り 、 既 存 基  
礎 部 分 ２ の 天 端 ２ ａ か ら 上 方 に 既 存 縦 筋 ４ が 突 出 し た 状 態 で 残 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 実 行 さ れ る 上 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 で は 、 図 ２ を 参 照 し て 、 既 存 基 礎 部 分 ２ の 天 端  
２ ａ に は レ ベ ル や 姿 勢 調 整 用 の モ ル タ ル 製 の ベ ー ス 部 ２ ０ が 設 け ら れ 、 そ の 上 に 鋼 材 製 の  
支 持 フ レ ー ム １ ３ が 設 置 さ れ る 。 そ し て 、 当 該 設 置 さ れ た 支 持 フ レ ー ム １ ３ が 既 存 縦 筋 ４  
に 固 定 さ れ 、 こ の 支 持 フ レ ー ム １ ３ に 支 持 さ せ る 状 態 で 既 存 基 礎 部 分 ２ の 上 部 に 新 設 塀 部  
分 １ １ が 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 支 持 フ レ ー ム １ ３ は 、 鉛 直 方 向 に 長 尺 な Ｈ 形 鋼 か ら な る 縦 枠 １ ７ と 水 平 方 向 に 長 尺 な Ｈ  
形 鋼 か ら な る 横 枠 １ ８ と を 互 い に 溶 接 等 で 接 合 し た 格 子 状 の フ レ ー ム と し て 製 作 さ れ る 。
　 こ の よ う に 構 築 さ れ た 新 設 塀 １ ０ の 新 設 塀 部 分 １ １ は 、 既 存 基 礎 部 分 ２ に 固 定 さ れ た 支  
持 フ レ ー ム １ ３ で 支 持 さ れ た 軽 量 で 耐 震 性 に 優 れ た 構 成 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 に お け る 既 存 縦 筋 ４ に 対 す る 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 固 定 方 法 に つ  
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い て 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 説 明 を 加 え る 。
　 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 最 も 底 側 に は 、 ウ ェ ブ １ ４ Ｂ を 底 側 と し た 姿 勢 の 溝 形 鋼 か ら な る 下  
枠 １ ４ が 、 縦 枠 １ ７ の 下 端 に 対 し て フ ラ ン ジ 同 士 を 溶 接 等 で 接 合 す る 形 態 で 設 け ら れ て い  
る 。 そ し て 、 既 存 基 礎 部 分 ２ の 天 端 ２ ａ に 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 下 枠 １ ４ が 設 置 さ れ て 、 当  
該 下 枠 １ ４ の ウ ェ ブ １ ４ Ｂ の 略 中 央 部 に 形 成 さ れ た 挿 通 穴 １ ４ ａ に 既 存 縦 筋 ４ を 貫 通 さ れ  
、 そ の 既 存 縦 筋 ４ の 先 端 が 下 枠 １ ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 略 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ て 、 先 端 折  
り 曲 げ 部 分 ４ ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 溝 形 鋼 で 構 成 さ れ た 下 枠 １ ４ の ウ ェ ブ １ ４ Ｂ の 上 面 及 び そ の 両 縁 部 か ら 上 方 に 延  
び る 両 フ ラ ン ジ １ ４ Ａ の 内 面 で 囲 わ れ た 溝 部 に 対 し て モ ル タ ル ２ １ が 充 填 さ れ る 。 そ し て  
、 こ の よ う に 充 填 さ れ た モ ル タ ル ２ １ に 既 存 縦 筋 ４ の 先 端 折 り 曲 げ 部 分 ４ ａ が 埋 め 込 ま れ  
る こ と で 、 既 存 縦 筋 ４ を ア ン カ ー と し て 機 能 さ せ る 形 態 で 、 支 持 フ レ ー ム １ ３ が 既 存 縦 筋  
４ に 固 定 さ れ る 。
　 尚 、 既 存 縦 筋 ４ に 対 す る 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 下 枠 １ ４ の 固 定 方 法 に つ い て は 適 宜 変 更 す  
る こ と が で き 、 例 え ば 溶 接 や ボ ル ト 等 に よ り 既 存 縦 筋 ４ に 対 し て 支 持 フ レ ー ム １ ３ を 固 定  
し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 例 え ば 下 枠 １ ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 既 存 縦 筋 ４ の 配 置 ピ ッ チ が 大 き す ぎ る 場 合 に  
は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 既 存 縦 筋 ４ と は 別 の ア ン カ ー 部 材 ７ を 既 存 基 礎 部 分 ２ の 天 端 ２ ａ  
に 追 加 し て 、 比 較 的 小 さ い 配 置 ピ ッ チ で 配 置 さ れ た 既 存 縦 筋 ４ と ア ン カ ー 部 材 ７ と の 両 方  
に よ っ て 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 下 枠 １ ４ を 固 定 す る こ と も で き る 。 追 加 し た ア ン カ ー 部 材 ７  
に つ い て は 、 上 記 既 存 縦 筋 ４ と 同 様 に 先 端 に 折 り 曲 げ 部 分 を 形 成 し て モ ル タ ル ２ １ に 埋 め  
込 ん で も 構 わ な い が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ア ン カ ー 部 材 ７ に 形 成 さ れ た ね じ 部 に ナ ッ ト ８  
を 上 方 か ら 螺 合 さ せ る 形 態 で 、 当 該 ア ン カ ー 部 材 ７ に 下 枠 １ ４ を 固 定 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 新 設 塀 部 分 構 築 工 程 に お け る 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 固 定 後 に お け る 新 設 塀 部 分 １ １ の  
構 築 方 法 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 説 明 を 加 え る 。
　 既 存 基 礎 部 分 ２ の 天 端 ２ ａ に 設 置 し て 固 定 し た 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 両 面 に 、 軽 量 で 耐 候  
性 に 優 れ た 板 状 壁 材 ２ ５ が 取 り 付 け ら れ る 。 板 状 壁 材 ２ ５ の 取 付 方 法 に つ い て は 公 知 の 各  
種 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 支 持 フ レ ー ム １ ３ に お い て 板 状 壁 材 ２ ５ の 裏  
面 に 当 接 さ れ る 固 定 用 ブ ラ ケ ッ ト ２ ８ を 配 置 し 、 板 状 壁 材 ２ ５ を そ の 固 定 用 ブ ラ ケ ッ ト ２  
８ に 沿 わ せ て 配 置 し て パ ネ ル 固 定 用 の 釘 ２ ４ 等 を 用 い て 固 定 す る こ と が で き る 。 固 定 用 ブ  
ラ ケ ッ ト ２ ８ は 、 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 縦 枠 １ ７ 間 に 亘 っ て 設 け ら れ た 溝 形 鋼 で 構 成 さ れ て  
お り 、 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 両 面 側 の 夫 々 に お い て 上 下 方 向 に 所 定 ピ ッ チ で 複 数 配 置 さ れ て  
い る 。 更 に 、 両 面 側 の 固 定 用 ブ ラ ケ ッ ト ２ ８ の 間 の ス ペ ー ス に は 、 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 耐  
震 性 を 向 上 さ せ る た め の ブ レ ー ス （ 図 示 省 略 ） を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 示 は 省 略 す る が 、 支 持 フ レ ー ム １ ３ が 平 面 的 に 若 干 の 曲 率 が あ  
る も の と し て 構 成 さ れ て お り 、 そ の 支 持 フ レ ー ム １ ３ の 両 面 に 対 し て 上 記 曲 率 に 合 わ せ て  
分 割 さ れ た 複 数 の 板 状 壁 材 ２ ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 更 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 板 状 壁 材 ２ ５ の 取 付 方 法 に つ い て は 、 例 え ば 上 下 隣 り 合 わ せ の  
板 状 壁 材 ２ ５ を 上 の 壁 材 の 端 が 下 の 壁 材 の 外 側 に な る よ う に 重 ね て 張 る 鎧 張 り な ど の 各 種  
方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 鎧 張 り で 板 状 壁 在 ２ ５ を 取 り 付 け る 場 合 に は 、 上 側 の 板 状  
壁 材 ２ ５ の 下 端 部 と 下 側 の 板 状 壁 材 ２ ５ の 上 端 部 と を 同 じ 釘 ２ ４ で ま と め て 同 じ 固 定 用 ブ  
ラ ケ ッ ト ２ ８ に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 板 状 壁 材 ２ ５ と し て は 、 一 般 的 な 外 壁 材 を 利 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 無 機 軽 量 骨 材  
入 り ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト モ ル タ ル を 芯 材 に し て そ の 両 面 に ガ ラ ス 繊 維 ネ ッ ト を 埋 め 込 ん  
で 補 強 し た デ ラ ク リ ー ト ボ ー ド と 呼 ば れ る セ メ ン ト 系 ボ ー ド を 利 用 す る こ と が で き る 。 こ  
の よ う に し て 固 定 し た 板 状 壁 材 ２ ５ の 表 面 に は 、 意 匠 性 を 向 上 す る た め に 砂 壁 状 塗 材 ２ ６  
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が 塗 布 さ れ て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１         既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀
２         既 存 基 礎 部 分
２ ａ       既 存 基 礎 部 分 の 天 端
３         既 存 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 の 上 部 分
４         既 存 縦 筋
４ ａ       先 端 折 り 曲 げ 部 分
１ ０       新 設 塀
１ １       新 設 塀 部 分
１ ３       支 持 フ レ ー ム
１ ４       下 枠
２ １       モ ル タ ル
２ ５       板 状 壁 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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